
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

【請求項２】

請求項１記載の取付け具。
【請求項３】
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旋回可能な家具、特に折り畳み式ベッド（４）を壁等に結合するための取付け具であって
、当該取付け具が、保持部材（３）と、壁側の固定部材（２）とを有しており、該固定部
材（２）がウェブ（１９）と当付け面（２０）とを備えており、該当付け面（２０）が、
壁とは反対の側で壁に対して平行に前記保持部材（３）と少なくとも部分的にオーバラッ
プしている形式のものにおいて、保持部材（３）に、家具用の支承部、家具の少なくとも
１つの旋回脚ロッド（９）用の支承部および／または家具の旋回運動時に緩衝作用を及ぼ
すもしくは重量負荷を軽減する装置用の支承部が設けられており、Ｕ字形固定部材として
形成された固定部材（２）が、ウェブ（１９）の少なくとも２個所で壁に結合可能であり
、ウェブ（１９）が、案内面（２１，２２）によって組込位置で保持部材（３）の、重力
方向で下方に向けられた面を支持するように該面に下方から係合しており、当付け面（２
０）がウェブ（１９）から前方へ突出していることを特徴とする、旋回可能な家具用の取
付け具。

当付け面（２０）が、保持部材（３）との結合のために、互いに間隔を置いて配置された
２つの固定用舌片にそれぞれ１つの孔（１５ａ，１６ａ）を有しており、該孔（１５ａ，
１６ａ）が、保持部材（３）の目標位置で、該保持部材（３）に設けられたそれぞれ対応
する孔（１５ｂ，１６ｂ）と整合するようになっている、



。
【請求項４】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、旋回可能な家具、特に折り畳み式ベッドを壁等に結合するための取付け具であ
って、家具用の支承部、家具の少なくとも１つの旋回脚ロッド用の支承部およびまたは家
具の旋回運動時に緩衝作用を及ぼすもしくは重量負荷を軽減する装置用の支承部が設けら
れている形式のものに関する。
【０００２】
【従来の技術】
特にスペースが狭い場合、その都度一時的にのみ使用される家具は、スペース節約のため
に旋回可能に構成される。従って例えば折り畳みテーブル並びにいわゆる折り畳みベッド
はキャビネット状のケーシング内に枢着されていてかつ使用後旋回させてケーシング内に
収容することができ、この場合、折り畳みベッドは不使用期間に亘ってスペースを節約し
て収容される。旋回可能な家具を所属の壁に結合するためには適当な取付け具が用いられ
る。
【０００３】
例えば折り畳み式ベッドの場合前記取付け具には、ベッドフレーム用の回転支承部の他に
通常ロッド用の支承部が設けられていて、このロッドを介して折り畳み式ベッドの旋回可
能な脚部は、ベッドフレームを所定の位置にもしくは所定の位置から旋回させる場合に、
ベッドフレームに対して平行にもしくは垂直に旋回させられる。
【０００４】
更に、比較的重い家具の場合特に補助装置が使用され、この補助装置により、家具の引出
し旋回時に家具運動が緩衝され、かつ、重量負荷が軽減されることによって家具の押込み
旋回が容易にされる。このような補助部材、例えばガスばねも１つの側辺で取付け具に支
承されている。
【０００５】
公知の取付け具は一体に構成されている。取付け場所での組立てを簡単かつ迅速に行うた
めに、折り畳み式ベッドは製造業者側から、ガスばね及び旋回ロッドの取付け具側の支承
個所に結合された予め取付けられた取付け具と共に供給される。
【０００６】
これによって、折り畳み式ベッドのスムースな旋回性が保証され、しかも、ベッド収容部
内部でのベッドフレームの傾きに基づく折り畳み式ベッドもしくはベッド収容部の損傷を
阻止するためにベッドフレームがベッド収容部内で正確に調整されるようになる。このこ
とはベッド収容部の壁において取付け具を適当に調節して、固定することによって行われ
る。
【０００７】
従来の取付け具の場合、正確に調整することは極めて困難である。従って、ベッド収容部
の壁における取付け具の固定個所をマークするために、予め取付けられた取付け具とベッ
ドフレームと旋回脚ロッドとガスばねとから成る機構全体がベッド収容部内に嵌め込まれ
て、ベッド収容部内で調節されねばならない。
【０００８】
しかしながら、特に比較的重量が重いため並びにベッド収容部内部の狭いスペースに基づ
いて、折り畳み式ベッド・機構の操作は極めて困難である。この結果、折り畳み式ベッド
の調整精度が低下しかつこれに基づき後で使用した場合に家具が損傷されるようになる。
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ウェブ（１９）が、家具の旋回運動方向に対して横方向で当付け面（２０）に対して両側
で、それぞれ１つの案内面（２１，２２）を形成する突出部を有している、請求項１また
は２記載の取付け具

保持部材（３）が直接に壁に結合可能である、請求項１から３までのいずれか１項記載の
取付け具。



【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の課題は、簡単に、迅速にかつ正確に位置決めできしかも旋回可能な家具を所属の
壁に容易に正確に据付けることのできる、冒頭に述べた形式の取付け具を提供することに
ある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
前記課題は本発明によれば、取付け具が壁側の固定部材と、この固定部材に回動不能に結
合される保持部材とを有し、固定部材が保持部材を位置決めするよう構成されていてかつ
保持部材に支承部が設けられていることによって、解決された。
【００１１】
【発明の効果】
このような２部分から成る取付け具によって一方では、取付け場所で予め取付けられた取
付け具を備えた家具、特に折り畳み式ベッドを準備することができ、この場合取付け具の
支承部は既に製造業者側で、例えばベッドフレーム、旋回脚ロッドおよびまたはガスばね
のそれぞれの支承装置に結合されている。
【００１２】
同時に、ベッド収容部内部で折り畳み式ベッドを正確に位置決めして固定するために最早
折り畳み式ベッド・機構全体を操作する必要はない。むしろ本発明の取付け具においては
、固定部材として用いられる、折り畳み式ベッドに予め取付けられない取付け具部分のみ
がベッド収容部の内壁において組込ゲージを用いて調節されて、固定されればよい。
【００１３】
次いで折り畳み式ベッド・機構全体はこれに予め取付けられた取付け具の保持部部材によ
ってそれぞれの固定部材に取付けられて、固定部材に結合される。固定部材に設けられた
、保持部材を位置決めするための手段に基づき、折り畳み式ベッド・機構全体は調節され
た固定部材に保持部材を取付けた場合に難なく正確に調整される。
【００１４】
従って、折り畳み式ベッド並びに別の旋回可能な家具の取付けは著しく容易になる。取付
けを簡略化することは特にドウー・イット・ユアセルフ（Ｄｏ－ｉｔ－ｙｏｕｒｓｅｌｆ
）時代において特に重要である。
【００１５】
構造的にできるだけ簡単な措置によって家具を正確に調整できるようにするために、本発
明の有利な構成では、保持部材が少なくとも１つの側辺で固定部材の縁部に支持されてい
る。この場合、固定部材の縁部は折り畳み式ベッド・機構を位置決めする際に保持部材用
のガイドとして用いられる。
【００１６】
同様に有利には固定部材に、ウェブ、並びに、組込位置で保持部材に少なくとも部分的に
オーバーラップする当付け面が設けられていて、この場合、固定部材はウェブの少なくと
も２個所で壁に並びに当付け面の少なくとも２個所で保持部材に結合可能である。従って
最小の固定手段で折り畳み式ベッドを調整しかつベッド収容部の壁に固定することができ
る。
【００１７】
固定部材のこのような構成によって、ベッド収容部内に折り畳み式ベッド・機構を嵌め込
む場合に折り畳み式ベッドに予め取付けられた保持部材は固定部材の当付け面とベッド収
容部の壁との間にそれぞれ残されたギャップ内に押し込まれる。この位置では保持部材ひ
いては折り畳み式ベッド・機構全体はベッド収容部の壁に対して横方向でも固定される。
【００１８】
当付け面とベッド収容部の壁との間に残されたギャップ内での嵌め込まれた保持部材のガ
タつきを回避するために、突出量、即ち家具の旋回運動方向に対して横方向で当付け面に
対してウェブが有しかつベッド収容部の壁と当付け面との間のギャップ幅を規定する突出
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量が、ほぼ保持部材の厚さに等しく設定されると、有利である。
【００１９】
ウェブが当付け面に対して両側で突出する場合には、単一の固定部材を右側壁にも左側壁
にも取付けることができる。固定部材を右側壁でも左側壁でも使用できることによって、
固定部材をストックできしかも組立て作業が簡単になるという利点が得られ、この場合、
ベッド収容部のどの壁にどのような構成の固定部材を配属するかを最早考慮せずに済むよ
うになる。
【００２０】
特に比較的重い家具の場合有利には、保持部材が所属の固定部材に固定されるばかりでな
く、壁にも結合される取付け具を使用することができる。
【００２１】
【実施例】
第１図の第１実施例で図示の取付け具１は、Ｕ字形固定部材として構成された固定部材２
と、支承プレートとして構成された保持部材３とを有している。取付け具１はベッド収容
部の壁（図示せず）に折り畳み式ベッド４を固定するために用いられる。
【００２２】
折り畳み式ベッド４はベッドフレーム５において支承アイ６を介して支承プレート３の支
承軸７に回転可能に保持される。更に支承プレート３は旋回脚ロッド９用の支承軸８とガ
スばね１１用の支承軸１０を有している。支承プレート３とは反対側の端部（第１図では
図示せず）では旋回脚ロッド９並びにガスばね１１はベッドフレーム５に支承されている
。
【００２３】
Ｕ字形固定部材２はねじ結合部材１２，１３，１４，１５，１６を介してベッド収容部の
側壁（図示せず）に固定されている。この場合ねじ結合部材１５，１６は同時に支承プレ
ート３を固定するのに用いられ、この支承プレート３は更にねじ結合部材１７，１８を介
して壁に固定されている。
【００２４】
第２図及び第３図から明らかなように、Ｕ字形固定部材２は孔１２ａ，１３ａ，１４ａを
備えたウェブ１９並びに孔１５ａ，１６ａを備えた当付け面２０を有していて、ウェブ１
９の材料厚さは当付け面２０の材料厚さを上回っている。従ってウェブ１９は、それぞれ
突出量ｄだけ横方向で当付け面２０の両側から突出している。
【００２５】
このようにして、ウェブ１９と当付け面２０との間の移行部において当付け面２０に対し
て垂直に延びる案内面２１，２２が形成される。Ｕ字形固定部材２の案内面２１，２２の
形状は第４図で図示の支承プレート３の外郭に適合している。
【００２６】
ベッド収容部内に組み込むために折り畳み式ベッドは製造業者側から、支承プレート３を
予め取付けた状態で供給される。この場合、ベッドフレーム５、旋回脚ロッド９及びガス
ばね１１は支承軸７，８，１０において支承プレート３に結合されている。
【００２７】
折り畳み式ベッドを組立てる場合、まず当該ベッド収容部の両壁にそれぞれ１つのＵ字形
固定部材２が取付けられる。このことは有利には、互いに向き合って位置する収容部の壁
においてねじ結合１２，１３，１４，１５，１６の位置を規定する組込ゲージを用いて行
われる。
【００２８】
それぞれの壁にはまず孔１２ａ，１３ａ，１４ａのところにおいてのみＵ字形固定部材２
がねじ結合される。Ｕ字形固定部材２を固定した後で、２つの支承プレート３とベッドフ
レーム５と旋回脚ロッド９とガスばね１１とから成る機構が収容部内部に嵌め込まれる。
【００２９】
この場合、支承プレート３はそれぞれ側面２３によって、壁にねじ結合されたＵ字形固定
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部材２の案内面２１にもしくは案内面２２に当て付けられる。この場合、案内面２１，２
２はその形状に基づいて支承プレート３の側面２３用のガイドとして作用する。更にＵ字
形固定部材２は当付け面２０によって支承プレート３に被せられる。
【００３０】
第５図から明らかなように、支承プレート３の厚さは、ウェブの突出量ひいては、Ｕ字形
固定部材２の取付け状態でそれぞれベッド収容部の壁と当付け面２０との間で生ずるギャ
ップの幅に相応している。従って支承プレート３はその側面２３によってＵ字形固定部材
２の案内面２１，２２に沿って押込み可能でかつこの場合ベッド収容部の側壁に対して横
方向でも遊びなく案内される。
【００３１】
Ｕ字形固定部材２の孔１５ａ，１６ａが支承プレート３の孔１５ｂ，１６ｂと整合した場
合には、支承プレート３ひいてはこれに取付けられた折り畳み式ベッド・機構は正確に調
整される。この位置で支承プレート３はねじ結合部材１５，１６によってＵ字形固定部材
２にねじ結合されて、収容部の壁に固定される。
【００３２】
折り畳み式ベッドの重量を支持する必要がある場合には、支承プレート３は孔１７ａ，１
７ａにおいて付加的に壁にねじ結合することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】固定部材及び保持部材を有する折り畳み式ベッドを組込状態で示した図。
【図２】Ｕ字形固定部材として構成された固定部材の平面図。
【図３】第２図のＵ字形固定部材の側面図。
【図４】支承プレートとして構成された保持部材の平面図。
【図５】第２図のＵ字形固定部材に第４図の支承プレートを被せ嵌めた側面図。
【符号の説明】
１　取付け具
２　固定部材
３　保持部材
４　折り畳み式ベッド
５　ベッドフレーム
６　支承アイ
７，８，１０　支承軸
９　旋回脚ロッド
１１　ガスばね
１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８　ねじ結合部材
１２ａ，１３ａ，１４ａ，１５ａ，１６ａ，１７ａ，１８ａ　孔
１９　ウェブ
２０　当付け面
２１，２２　案内面
２３　側面
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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